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1. 課題 

「スポーツと広告 ~ スポンサーシップ効果との関連で」 

近年、スポーツは広告コミュニケーションやマーケティングと深い関係にあります。 

今年は北京オリンピックが開催されるなど、人々の目が一段とスポーツに向かう年です。 

そういった意味でもスポーツイベントの公式スポンサーは、今後益々注目を集めることとなるでしょう。 

最近では、個々の競技がスポンサーシップの後押しで人気が高まるケースもあります。 

また、スタジアム命名権やチームの運営なども、多様なスポンサーシップの形の現れと言えます。 

そこでスポーツのスポンサーシップ効果について、独自の視点で分析し、新たなスポンサーシップの効果

の可能性について、自由に論じてください。 

今年だからこそ可能な新しい議論も期待しています。 

（電通ウェブサイトより転載） 

 

2. 課題文分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たなスポンサーシップ効果の可能性を探る 

スポーツ 広告／マーケティング 

深い関係 

スポンサーシップに注目が集まっている 
イベント・スポンサー、命名権、チーム運営など 
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3. スポンサーシップとは 

スポーツ・スポンサーシップとは、スポーツイベントやクラブ、チームを経営するスポーツ組織と、それ

らに資金や資源を投資または支援する企業との相互交換関係といえる。（Copeland, et. Al. 1996; 

McCarville & Copeland, 1994） 

 

スポンサーシップとは、“所有物（特に、スポーツ、芸術、娯楽、活動）に対して、現金あるいは一種の手

数料を支払う代わりに、その所有物の商業上の潜在力を利用しようとするもの”と定義されている。

（Ukman, 1995） 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：日本サッカー協会とキリン 

 

 

 

 

 

 

キリンは、日本サッカー協会のメインスポンサーである。キリンは、日本サッカー協会に対して、契約料

10 億円／年を支払い、飲料の提供を行っている。その見返りに、日本サッカー協会は、キリンに対して、

練習着や、ユニフォーム等にキリンのロゴを使用する権利を与えている。 

 

4. 既存文献レビュー 
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5. スポンサーシップを行うことで得られる効果 
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